
 

『光る君へ３』 

 

なげきつつ ひとりぬる夜の あくるまは いかに久しき ものとかはしる 

 

右大将道綱母
うだいしょうみちつなのはは

 

 

【現代訳】 

あなたが来てくださらないことを嘆き哀しみながら、夜が明けるまで一人で孤独に

過ごす時間が、私にとってどれほど長く感じられるか、あなたはご存知でしょうか。

ご存知ないでしょうね。 

 

 

作者の右大将道綱母は藤原兼家
ふじわらのかねいえ

の妾
めかけ

（第二夫人)とよばれる立場にありまし

た。当時の結婚は男が正妻の家に婿入し、妻の実家が婿のすべての面倒を

見ます。地位やお金のある女性と結婚することは出世の一つと考えられてい

た時代のことです。妾のところには正妻を気にしながら時々夜の闇に消えるよ

うにそっと通います。この歌は待っても来ない切ない気持ちを歌ったものです。

兼家との20年に渡る結婚生活を書いた蜻蛉日記
か げ ろ う に っ き

は彼女の作品です。 
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